
再発防止対策の「仕組み作り」の実施例
～システム関係～

平成１９年１２月１０日
北陸電力株式会社
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○ＴＶ会議システムの増設等○ＴＶ会議システムの増設等

・ 本店（富山市）と原子力本部（志賀町）、地域共生本部（金沢市）との間に地理的な距離はあるが、
ＴＶ電話やＴＶ会議システム等のＩＴ技術の活用により「時間的な距離はゼロ」で密接に連携

　　地域と一体となった事業運営を目指した「原子力本部」「地域共生本部」の設置対策名 １５

対策No.＞安全文化の構築

社　　長

富山市（本店）
志賀町（原子力本部）

金沢市
（地域共生本部）

会議室（本店内）

　志賀原子力発電所長

原子炉主任技術者(1号)

原子炉主任技術者(2号)

会議室（志賀原子力発電所内）

原子力本部長

原子力本部副本部長

　地域社会部長

　原子力部長

会議室（原子力部内）
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５０インチモニター
（複数地点の部屋・会議室を表示）

パソコン（会議制御・資料表示用）

１７インチモニタ
（資料表示用）

カメラ

ＩＴネットワークで接続

離れた部屋・会議室をひとつに！！
平成19年６月：運用開始

実施箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力本部、地域共生本部、情報通信部

【ＴＶ会議による原子力安全信頼回復推進委員会(7/31)】
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　　発電所情報の国及び経営層･原子力本部への伝送対策名

実施箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志賀原子力発電所

３

対策No.＞隠さない企業風土づくり　＞隠さない仕組みの構築

目的：発電所情報について、より透明性を高めるため、発電所の状況を確認できる情報を国、経営層に伝送
　
具体的方策
○発電所情報の伝送先の追加　○発電所情報の伝送先の追加　 ＜社　外＞　保安検査官室【発電所】、保安検査官事務所【志賀町】 　　
　　　　　　　　　　　　　　 ＜社　内＞　役員室・品質管理部【本店ビル】、原子力本部【志賀町】
　
○伝送する発電所情報○伝送する発電所情報

○伝送開始：Ｈ○伝送開始：Ｈ19/10 19/10 　　　　

・発電機出力
・モニタリングポスト
・排気筒モニタ
・放水放射線モニタ
・風向・風速

・発電状況（停止～部分出力～定格出力）

・外部への放射能の影響の有無

＋

＜既存の情報＞

・中性子束
・制御棒位置
・原子炉水位
・原子炉圧力

・原子炉出力（０％～臨界～１００％）
・制御棒の動き（異常な引き抜きの有無）

・原子炉の安定状態（水位、圧力の安定）

＜新規に追加する情報＞
【伝送画面：１号機】

原子炉の安定状態（圧力、水位）

原子炉出力（中性子束）

制御棒の動き
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目的：より通報しやすい環境を整備し、隠さない仕組みを強化
具体的方策
①社外通報窓口の設置①社外通報窓口の設置（6/1）
　・役員、従業員の不正行為等について、社員および社外の方からの通報を受付け、これに適切に対処

することにより、コンプライアンスの徹底を図る制度
　・氏名等通報者が特定される情報は事務局以外は厳格に秘匿するなど通報者の保護が図られている
　・現行の社内通報窓口に加え、社外の第三者(弁護士)への通報窓口を設置し、より通報しやすい制度とする
　・社内報、全社掲示板及びホームページ等により社内外へ社外通報窓口設置を周知
　・わかりやすい入力画面への修正など、利用しやすい環境を整備

　　企業倫理情報窓口（ホイッスル北電）の強化対策名

実施箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務部

５

対策No.＞隠さない企業風土づくり　＞隠さない･隠せない仕組みの構築

【当社ホームページにおける企業倫理情報窓口（ホイッスル北電）の入力画面】
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　　失敗事例に学ぶ仕組みの充実対策名

実施箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０

対策No.＞安全文化の構築＞安全・品質管理の強化 品質管理部、経営企画部、各主管部、
志賀原子力発電所

目的：・失敗事例からの教訓に学び、改善に取組むことにより、事故防止へ繋げる仕組みを充実させる。
　　　　・失敗情報を重要視する価値観を醸成し、積極的に公表・共有化する職場風土づくりを進める。
具体的方策
○○ 失敗事例を言い出しやすい仕組みと風土の醸成失敗事例を言い出しやすい仕組みと風土の醸成
　○先輩が語る私の失敗事例の紹介○先輩が語る私の失敗事例の紹介 ○業務改善提案を活用したヒヤリハット情報の共有化○業務改善提案を活用したヒヤリハット情報の共有化

・失敗を咎めず教訓とする風土を醸成するため、
経営層が率先して自らの失敗を紹介

（７月以後、月１回紹介）

・全社データベースに気軽にヒヤリハット事例を登録，紹介
・情報共有化による事故未然防止に活用
　　　7月30日から制度を運用開始
　　　　導入に当たり現場説明会を実施（7月20日～8月10日）
　　　　　　　　　　　【全社掲示板（社内ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ上）での「私の失敗談」の紹介】 【全社データベースへのヒヤリハット事例の登録例】
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　　失敗事例に学ぶ仕組みの充実対策名

実施箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０

対策No.＞安全文化の構築＞安全・品質管理の強化 品質管理部、経営企画部、各主管部、
志賀原子力発電所

具体的方策

○○ 電力各社のトラブル情報の共有化電力各社のトラブル情報の共有化
　

電気事業連合会で共通ルール策定（ 5月31日より運用開始）

NUCIA : Nuclear Information Archives
　　　　日本原子力技術協会が運営する情報公開ライブラリ（Webｻｲﾄ）

【従来の登録基準】

◆情報公開ライブラリ（NUCIA）の登録基準明確化

＜保全品質情報の登録基準明確化＞

その他情報
　　共有する必要はないが，
　　透明性向上の観点から公表

保全品質情報
　　国への報告は必要ないが，
　　産学官での情報共有が有益

トラブル情報

　　法令に基づき報告必要

明　確　化

変更なし

変更なし

・保安規定違反があった時

・運転上の制限を逸脱した時

・火災が発生した時

　　　　　（中略）

・トラブル発生の未然防止の観点から
　発生防止対策をとる時

・作業、操作により設計、運用上考慮され
　ないような重大な影響が発生する可能性
　があった時

事例例示
により解釈を
明確化

基準を追加

有用情報の登録もれ防止【ＮＵＣＩＡ（http://www.nucia.jp/）での情報公開】
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　　技術教育の充実と部門横断的な法令教育体制の構築

　　

　　

　
　　

　

対策名

実施箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質管理部

２３

対策No.

自席からいつで
も閲覧可能

法令解説資料法令チェック表

法令手続きを漏れなく実施するため，法令精
通部門が工事に適用される法令対応のための
チェック表と運用の解説資料を作成中

上記を含めて法令解説等を個人のパソコンか
ら閲覧可能な法令参照サイトを構築中

○法令解説資料の作成

○見える化

○○ 法令手続きに関する知識の共有化法令手続きに関する知識の共有化

→平成19年10月に試運用開始

＞安全文化の構築＞安全・品質管理の強化

目的：　法令手続漏れなどの再発防止を図る。

具体的方策

【全社データベースでの法令手続情報の提供】


